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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池作動式かみそりであって、
　内壁及び開放端部を有する室を画定する外壁を有するグリップチューブと、
　内壁及び開放端部を有する空洞を画定する外壁を有する電池カバーであって、前記電池
カバーが、前記グリップチューブに取り外し可能に取り付けられ、前記グリップチューブ
室及び電池カバー空洞が、１つ以上の電池を収容するように構成される、電池カバーと、
　前記グリップチューブ室の開放端部にある第１ネジ部と、前記第１ネジ部と噛み合うと
ともに前記電池カバー空洞の開放端部にある第２ネジ部とを備える、閉鎖システムであっ
て、前記閉鎖システムが、第１導電部品及び第２導電部品を含み、前記第１導電部品が、
前記電池カバー空洞の前記内壁にスライド可能に取り付けられ、所定の軸方向位置に向け
て付勢され、前記第２導電部品が、前記グリップチューブ室の前記内壁に固定される、閉
鎖システムと、を含み、
　前記第１導電部品が、前記電池カバー空洞の開放端部に面してその周囲で円周方向に延
びる接触面を備え、前記第１導電部品の接触面が、第１端部と、前記第１端部と反対側の
第２端部と、前記第２端部に隣接して前記接触面から延びるねじれ部とを備え、
　前記第２導電部品が、前記グリップチューブ室の開放端部に面してその周囲で円周方向
に延びる接触面を備え、前記第２導電部品の接触面が、第１端部と、前記第１端部と反対
側の第２端部と、前記第２端部に隣接して前記接触面から延びる突出部とを備え、前記電
池カバーの前記グリップチューブへの取り付け時に、前記第１導電部品の接触面が、前記
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第２導電部品の接触面と接合し、前記第１導電部品の接触面の前記ねじれ部が、前記第２
導電部品の接触面と干渉し、前記ねじれ部が前記第２導電部品の接触面に沿って円周方向
にスライドする際に前記第１導電部品を軸方向に偏向させ、前記ねじれ部が前記第２導電
部品の接触面上の前記突出部を越えてスライドする際に可聴クリック音を生じ、良好な接
続を知らせる、かみそり。
【請求項２】
　前記第１及び第２導電部品が導電性である、請求項１に記載のかみそり。
【請求項３】
　前記第１導電部品が、前記電池カバーの上部に向けて付勢される、請求項１に記載のか
みそり。
【請求項４】
　前記第１導電部品が、前記第１及び第２導電部品の係合時に前記グリップチューブと電
池カバーとの間に軸方向力を加えるように構成されるバネ要素を含む、請求項１に記載の
かみそり。
【請求項５】
　前記第１及び第２導電部品の係合により、前記第１及び第２導電部品間に電気的接続が
もたらされる、請求項１に記載のかみそり。
【請求項６】
　前記グリップチューブ室内に配置される電子部品を更に含む、請求項１に記載のかみそ
り。
【請求項７】
　前記第２導電部品が、前記室内で前記電子部品が取り付けられるキャリアから延びる、
請求項６に記載のかみそり。
【請求項８】
　前記第２導電部品が、前記電子部品と電気接点を形成するように構成される部分を含む
、請求項７に記載のかみそり。
【請求項９】
　前記キャリアが、前記電子部品と相互接続する１つ以上の電力レールを備える、請求項
８に記載のかみそり。
【請求項１０】
　振動を引き起こすように構成されたモーターを更に含む、請求項１に記載のかみそり。
【請求項１１】
　前記グリップチューブの開放端部と反対側にある前記グリップチューブの端部での電気
接点に向けて、前記電池カバー空洞及び前記グリップチューブ室内の１つ以上の電池を付
勢するため、前記電池カバー内に配置される電池バネを更に含む、請求項１に記載のかみ
そり。
【請求項１２】
　電池作動式かみそりであって、
　内壁及び開放端部を有する室を画定する外壁を有するグリップチューブと、
　内壁及び開放端部を有する空洞を画定する外壁を有する電池カバーであって、前記電池
カバーが、前記グリップチューブに取り外し可能に取り付けられ、前記グリップチューブ
室及び電池カバー空洞が、１つ以上の電池を収容するように構成される、電池カバーと、
　前記グリップチューブ室の開放端部にある第１ネジ部と、前記第１ネジ部と噛み合うと
ともに前記電池カバー空洞の開放端部にある第２ネジ部とを備える、閉鎖システムであっ
て、前記閉鎖システムが、第１導電部品及び第２導電部品を含み、前記第１導電部品が、
前記電池カバー空洞の前記内壁にスライド可能に取り付けられ、所定の軸方向位置に向け
て付勢され、前記第２導電部品が、前記グリップチューブ室の前記内壁に固定される、閉
鎖システムと、を含み、
　前記第１導電部品が、前記電池カバーの開放端部に隣接する前記電池カバー空洞の前記
内壁の周囲で円周方向に延びて前記開放端部に面する接触面を提供するＬ型部材を備え、
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前記第１導電部品のＬ型部材が、第１端部と、前記第１端部と反対側の第２端部とを備え
、前記第１端部が、前記空洞の前記開放端部に向けて前記接触面から軸方向に延びて第１
導電部品の端止めを形成する垂直脚を有し、前記第２端部が、前記第２端部に隣接して前
記電池カバーの開放端部に向けて前記接触面から離れる方向に軸方向に延びるねじれ部を
有し、
　前記第２導電部品が、前記グリップチューブ室の前記内壁の周囲で円周方向に延びて前
記グリップチューブ室の開放端部に面する接触面を提供するＬ型部材を備え、前記Ｌ型部
材が、第１端部と、前記第１端部と反対側の第２端部とを備え、前記第１端部が、前記グ
リップチューブ室の開放端部から離れる方向に前記接触面から軸方向に延びて第２導電部
品の端止めを形成する垂直脚を有し、前記第２端部が、前記第２端部に隣接して前記グリ
ップチューブ室の開放端部に向けて前記接触面から延びる突出部を有し、
　前記電池カバーの前記グリップチューブへの取り付け時に、前記第１導電部品の接触面
が、前記第２導電部品の接触面と接合し、前記第１導電部品の接触面の前記ねじれ部が、
前記第２導電部品の接触面と干渉し、前記ねじれ部が前記第２導電部品の前記接触面に沿
って円周方向にスライドする際に前記第１導電部品を軸方向に偏向させ、前記ねじれ部が
前記第２導電部品の接触面上の前記突出部を越えてスライドする際に可聴クリック音を生
じ、前記可聴クリック音に続いて前記第１導電部品の端止めを前記第２導電部品の端止め
と接触させる、かみそり。
【請求項１３】
　前記第１導電部品が、第１端部、第２端部、及びそれらの間に細長い中央部分を備え、
前記Ｌ型部材が、前記第１端部に配置され、前記細長い中央部分が、前記電池カバー空洞
の前記内壁にスライド可能に取り付けられ、前記第２端部が、前記第１導電部材を所定の
軸方向位置に向けて付勢するバネ機構を含む、請求項１２に記載のかみそり。
【請求項１４】
　前記バネ機構が、前記第２端部と前記電池カバー空洞との間に配置される軸バネを含む
、請求項１３に記載のかみそり。
【請求項１５】
　前記バネ機構が、前記第２端部と構造的に一体化している、請求項１３に記載のかみそ
り。
【請求項１６】
　電池作動式かみそりであって、
　内壁及び開放端部を有する室を画定する外壁を有するグリップチューブと、
　内壁及び開放端部を有する空洞を画定する外壁を有する電池カバーであって、前記電池
カバーが、前記グリップチューブに取り外し可能に取り付けられ、前記グリップチューブ
室及び電池カバー空洞が、１つ以上の電池を収容するように構成される、電池カバーと、
　前記グリップチューブ室の開放端部にある前記グリップチューブの前記外壁上の雄ネジ
部と、前記電池カバー空洞の開放端部の前記内壁上の雌ネジ部とを備える、閉鎖システム
であって、前記閉鎖システムが、前記電池カバー空洞の前記内壁にスライド可能に取り付
けられて所定の軸方向位置に向けて付勢される第１導電部品と、前記グリップチューブ室
の前記内壁に固定される第２導電部品とを含み、前記第１導電部品及び前記第２導電部品
が、前記電池カバーと前記グリップチューブとの係合時に相互作用するように構成され、
前記第１導電部品が、係合時に前記電池カバー内で軸方向に動く、閉鎖システムと、を含
み、
　前記第１導電部品が、第１端部、第２端部、及びそれらの間に細長い中央部分を備え、
前記細長い中央部分が、前記電池カバーの前記内壁にスライド可能に取り付けられ、前記
第１端部がＬ型部材を備え、前記Ｌ型部材が、円周方向に延び、前記電池カバー空洞の前
記開放端部に向けて接触面を提供し、前記細長い中央部分に垂直に配置されており、前記
Ｌ型部材が、第１端部で前記空洞の前記開放端部に向けて軸方向に延びて第１導電部材の
端止めを形成する垂直脚と、前記第１端部と反対側の第２端部付近で前記空洞の前記開放
端部に向けて前記接触面上に隆起するねじれ部とを備え、前記第２端部が、前記細長い中
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央部分から離れる方向に湾曲部まで半径方向に延びる第１脚部と、前記湾曲部から前記第
１脚部と平行に前記細長い中央部分に向けて戻る方向に延びる第２脚部とを有する、Ｕ型
部分を形成し、前記第２脚部が、前記電池カバーの前記内面に取り付けられ、前記第１導
電部品が前記電池カバー内で軸方向に動く際に前記第１脚部を軸方向に偏向させて前記第
１導電部品を付勢することができ、
　前記第２導電部品が、細長い部分と、前記グリップチューブ室の前記開放端部に固定さ
れる第１端部とを備え、前記第１端部が、接触面を備えて前記グリップチューブ室の前記
開放端部に面して円周方向に延びるＬ型部材を備え、前記Ｌ型部材が、第１端部で前記接
触面から離れる方向に軸方向に延びて第２導電部品の端止めを形成する垂直脚と、前記第
１端部と反対側の前記Ｌ型部材の第２端部付近の前記接触面上の突出部とを含み、
　前記電池カバーの前記グリップチューブへの取り付け時に、前記第１導電部品の接触面
が、前記第２導電部品の接触面と接合し、前記第１導電部品の接触面の前記ねじれ部が、
前記第２導電部品の接触面と干渉し、前記ねじれ部が前記第２導電部品の前記接触面に沿
って円周方向にスライドする際に前記第１導電部品を軸方向に偏向させ、前記ねじれ部が
前記突出部を越えてスライドする際に可聴クリック音を生じ、前記可聴クリック音に続い
て前記第１導電部品の端止めを前記第２導電部品の端止めと接触させる、かみそり。
【請求項１７】
　前記第１導電部品が、バネ受けを備え、前記Ｕ型部分の前記第２脚部が、前記電池カバ
ー空洞及び前記グリップチューブ室内の１つ以上の電池を付勢して前記グリップチューブ
室の開放端部の反対側にある前記グリップチューブ室の端部で電気接点と接触させる電池
バネを含む、請求項１６に記載のかみそり。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、かみそりに関し、より詳細には電池駆動式機能を含む湿式剃毛用かみそりに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの小型電池作動式装置では、電池は、ユーザーによって交換可能であり、カバーを
有するハウジング内の開口部から電池区画に挿脱される。電池が落ちないように、かつカ
バーが使用中に無くならないように、閉鎖システムによってカバーを定位置に機械的に固
定する必要がある。また、防水装置の場合、閉鎖システムは、カバーとハウジングとの間
にシールを設ける。装置内で電池と電気回路との電気接点を形成し、電池を装置内の定位
置に保持することも必要である。多くの小型電池作動式装置では、閉鎖システムはネジ接
続を備える。多くの小型電池装置はプラスチック製であるため、ネジ接続もプラスチック
であり、いくぶん破損しやすいことがある。結果的に、ネジ式閉鎖システムは、開閉を繰
り返すことにより、又は装置の動作が接続に依存するためにユーザーがしがちな締め付け
時に接続にオーバートルクを与えた場合に、損傷を受けやすい。したがって、閉鎖システ
ムが十分に固定された場合にユーザーに知らせる、小型電池作動式装置で機械的に固定さ
れた接続を提供する閉鎖システムを求める要望がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、かみそりのハンドルに電池カバーを固定すると同時に、電池とかみそりの電
子部品との間に信頼性の高い電気接点を提供する、簡単で効率的な機構を提供する。好ま
しい閉鎖システムは、ごく少数の部品を含み、したがって製造及び組み立てが簡単かつ安
価である。更に、いくつかの好ましい閉鎖システムは、小型で省スペースのハンドル設計
、及び／又は電池カバーとハンドルとの間にシーム線を含む設計と共に使用するのに好適
である。
【０００４】
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　一態様では、本発明は、把持部（グリップチューブ）を含むハウジングと、電池カバー
又はシェルと、電池カバーをグリップチューブに固定する閉鎖システムとを備えた、電池
作動式かみそりを特徴とする。グリップチューブは、円筒形であり、内壁及び開放端部を
有する室を画定する外壁を有する。電池カバーは、同様に円筒形であり、内壁及び開放端
部を有する空洞を画定する外壁を有する。電池カバーは、閉鎖システムによってグリップ
チューブに取り外し可能に取り付けられ、グリップチューブ室及び電池カバー空洞は、１
つ以上の電池を収容するように構成される。閉鎖システムは、グリップチューブ室の開放
端部にある第１ネジ部と、第１ネジ部と噛み合うとともに電池カバー空洞の開放端部にあ
る第２ネジ部とを備える。閉鎖システムは、第１導電部品と、第２導電部品とを含む。第
１導電部品は、電池カバー空洞の内壁にスライド可能に取り付けられ、所定の軸方向位置
に向けて付勢される。第２導電部品は、グリップチューブ室の内壁に固定される。
【０００５】
　第１導電部品は、電池カバー空洞の開放端部に面してその周囲で円周方向に延びる接触
面を備える。第１導電部品の接触面は、第１端部と、第１端部と反対側にある第２端部と
、第２端部に隣接して接触面から延びるねじれ部とを備える。
【０００６】
　第２導電部品は、グリップチューブ室の開放端部に面してその周囲で円周方向に延びる
接触面を備える。第２導電部品の接触面は、第１端部と、第１端部と反対側にある第２端
部と、第２端部に隣接して接触面から延びる突出部とを備える。電池カバーのグリップチ
ューブへの取り付け時に、グリップチューブ室の開放端部にある第１ネジ部が電池カバー
空洞の開放端部にある第２ネジ部に固定されると、第１導電部品の接触面は、第１導電部
品の接触面のねじれ部が第２導電部品の接触面と干渉するように第２導電部品の接触面に
接続する。ねじれ部は、第２導電部品の接触面に沿って円周方向にスライドし、第１導電
部品を軸方向に偏向させる。ねじれ部が第２導電部品の接触面上の突出部を越えてスライ
ドすると、可聴クリック音が生じ、取り付けが完了したことを知らせる。
【０００７】
　別の実施形態では、第１導電部品は、電池カバーの開放端部に隣接する電池カバー空洞
の内壁の周囲で円周方向に延びて開放端部に面する接触面を提供するＬ型部材を備える。
第１導電部品のＬ型部材は、第１端部と、第１端部と反対側にある第２端部とを備える。
第１端部は、空洞の開放端部に向けて接触面から軸方向に延びて第１導電部品の端止めを
形成する垂直脚を含み、第２端部は、第２端部に隣接して電池カバーの開放端部に向けて
接触面から離れる方向に軸方向に延びるねじれ部を含む。同様に、第２導電部品は、グリ
ップチューブ室の内壁の周囲で円周方向に延びて、グリップチューブ室の開放端部に面す
る接触面を提供するＬ型部材を備える。Ｌ型部材は、第１端部と、第１端部と反対側にあ
る第２端部とを備える。第１端部は、グリップチューブ室の開放端部から離れる方向に接
触面から軸方向に延びて第２導電部品の端止めを形成する垂直脚を含む。第２端部は、第
２端部に隣接してグリップチューブ室の開放端部に向けて接触面から延びる突出部を含む
。
【０００８】
　電池カバーのグリップチューブへの取り付け時に、第１導電部品の接触面は、第１導電
部品の接触面のねじれ部が第２導電部品の接触面と干渉するように第２導電部品の接触面
と接続する。電池カバーがグリップチューブに対して回転すると、ねじれ部は、第２導電
部品の接触面に沿って円周方向にスライドし、第１導電部品を軸方向に偏向させる。最終
的に、ねじれ部は、第２導電部品の接触面上の突出部を越えてスライドし、取り付けが完
了したことを知らせる可聴クリック音を生じさせる。可聴クリック音と同時又はその直後
のいずれかにおいて、第１導電部品の端止めは、第２導電部品の端止めと噛み合い、カバ
ーをグリップチューブに更に取り付けるのを防ぐ。
【０００９】
　別の実施形態では、第１導電部品は、第１端部、第２端部、及びそれらの間に細長い中
央部分を備え、細長い中央部分は、電池カバーの内壁にスライド可能に取り付けられる。
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第１端部は前述したＬ型部材を備え、第２端部はＵ型部分を形成する。Ｕ型部分は、細長
い中央部分から離れる方向に湾曲部まで半径方向に延びる第１脚部と、湾曲部から第１脚
部と平行に細長い中央部分に向けて戻る方向に延びる第２脚部とを有する。第２脚部は、
電池カバーの内面に取り付けられ、第１導電部品が電池カバー内で軸方向に動く際に第１
脚部を軸方向に偏向させて第１導電部品を付勢することができる。第２脚部は、第１脚部
と反対側にある表面を含み、バネ受けを提供する。バネ受けは、グリップチューブ室及び
電池カバー空洞内で１つ以上の電池を付勢するためのバネを固定する。
【００１０】
　本発明の１つ以上の実施形態の詳細を添付図面及び以下の説明に示す。本発明の他の特
徴、目的、及び利点は、説明及び図面、並びに特許請求の範囲から明らかとなるであろう
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１ａ】一実施形態によるかみそりハンドルの上面図である。
【図１ｂ】図１ａのかみそりハンドルの底面図である。
【図２ａ】図１ａのかみそりハンドルのグリップチューブの斜視図である。
【図２ｂ】図１ａのかみそりハンドルの電池カバーの斜視図である。
【図３】電池カバーと、電池カバーとグリップチューブとの間のネジ接続との断面図であ
る。
【図４ａ】グリップチューブに収容される電気部品の部分組立体の斜視図である。
【図４ｂ】第２導電部品の斜視図である。
【図４ｃ】プリント基板（ＰＣＢ）及びＰＣＢキャリアの斜視図である。
【図５】かみそりハンドル（グリップチューブ及び電池カバー）内に組み立てられる電気
部品の斜視図である。
【図６ａ】電池カバーから取り外された第１導電部品の異なる斜視図である。
【図６ｂ】電池カバーから取り外された第１導電部品の異なる斜視図である。
【図６ｃ】電池カバーから取り外された第１導電部品の異なる斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　かみそりの全体構造
　図１ａ及び１ｂを参照すると、かみそりハンドル１０は、かみそり頭部１２、グリップ
チューブ１４（ハウジング１４とも呼ばれる）、及び電池シェル１６（電池カバー１６と
も呼ばれる）を含む。かみそり頭部１２は、かみそりの技術分野で周知のように、ハンド
ル１０に交換式かみそりカートリッジ（図示せず）を装着するための接続構造を含む。グ
リップチューブ１４は、剃毛中にユーザーによって保持されるように、かつ例えばプリン
ト基板及び振動を引き起こすように構成されたモーターなどのかみそりの電池駆動式機能
を提供する構成要素を収容するように、構成されている。グリップチューブ１４は、頭部
１２が固定的に取り付けされている密閉ユニットであり、モジュール式の製造を可能にし
、以下に説明するような他の利点を提供する。図２ａ及び２ｂを参照すると、電池カバー
１６は、ユーザーが電池３８を交換するために電池カバー１６を取り外すことができるよ
うに取り外し可能にグリップチューブ１４に取り付けられている。
【００１３】
　図３に示すように、電池カバー１６は、ネジ接続４０によってグリップチューブ１４に
取り外し可能に取り付けられ、電池３８の取り外し及び交換を可能にする。電池カバー１
６及びグリップチューブ１４をネジ接続４０によって取り付けると、電池カバー空洞１８
及びグリップチューブ室１１内にそれぞれ組み立てられる第１及び第２導電部品５０、８
０の相互作用により、電池３８のプラス及びマイナス端子とかみそりの電子部品との間に
電気接点が確立される。図３に示すように、第１導電部品５０は電池カバー１６内に組み
立てられ、第２導電部品８０はグリップチューブ１４内に組み立てられる。両部品は、電
池カバー１６及びグリップチューブ１４を共に固定するので、図３に示すように相互作用
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するように設計される。第１及び第２導電部品の詳細については、以下で詳述する。
【００１４】
　かみそり内部の電池及び電子部品を保護する防水組立体を提供するように、電池カバー
１６とグリップチューブとの間の境界面は、例えばＯリングなどによって密閉される。Ｏ
リングは、通常、例えば締まりばめなどによってグリップチューブ上の溝２１（図３）に
装着される。再度図１ａを参照すると、グリップチューブ１４は、図４ｃに示す電子スイ
ッチ２９を通じてかみそりの電池駆動式機能を作動させるためにユーザーが押すことので
きるアクチュエータボタン２２を含む。
【００１５】
　モジュール式グリップチューブ構造
　上述したように、グリップチューブ１４（図２ａに詳細に示す）は、かみそり頭部１２
が固定式に取り付けられるモジュール式組立体である。グリップチューブ１４のモジュー
ル性は、有利なことに、種々の異なるかみそり頭部型と共に使用するための単一型グリッ
プチューブの製造を可能にする。その結果、これにより、頭部は異なるが、同じ電池駆動
式機能を有する製品の「ファミリー」の製造が簡素化される。グリップチューブは、電池
カバー１６を取り付ける端部にある開口部２５以外は防水であり、好ましくは単一の一体
型部品である。したがって、かみそりハンドル１０の防水性を確保するために必要なシー
ルは、Ｏリングによって提供されるグリップチューブ１４と電池カバー１６との間のシー
ルだけである。この単一シール構造は、水又は水分がかみそりハンドルに侵入して電気部
品を損傷するリスクを最小化する。
【００１６】
　グリップチューブ１４は、振動モーター２８、プリント基板（ＰＣＢ）３０、及び第２
導電部品８０を含む、部分組立体２６（図４ａに示す）を収容する。ＰＣＢ　３０は、電
子スイッチ２９と、電子部品に電池電力を供給するためのプラス接点３２とを含む。これ
らの部品は、図４ｂに単独で示す第２導電部品８０に取り付けられるＰＣＢキャリア３４
（図４ｃに単独で示す）に組み立てられる。図４ａ及び４ｂに示すように、第２導電部品
８０は、第１端部８２、第２端部８６、及びそれらの間に細長い部分８４を備える。第１
端部８２は、円周方向に延びてグリップチューブ室１１の開放端部２５に面する接触面９
２を備えるＬ型部材８８を含む。Ｌ型部材８８は、第１端部９０で細長い部分８４に向け
て接触面９２から軸方向に延びて第２導電部品の端止め９４を形成する垂直脚９４と、第
１端部８２と反対側にあるＬ型部材８８の第２端部９１付近の接触面９２上の突出部９６
とを含む。突出部９６の機能については、以下の電池カバーの取り付けの項で説明する。
第２導電部品の第２端部８６は、ＰＣＢキャリア３４に取り付けられ、装置の回路と電気
的に接触する。
【００１７】
　図４ａに示す部分組立体２６の組み立て時に、プラス接点３２は、図４ｃに示すＰＣＢ
キャリア３４上に組み立てられ、次いで第２導電部品の第２端部８６に取り付けられ、第
２導電部品８０と電気接点を形成する。次に、プリント基板３０をＰＣＢキャリア３４（
図４ｃ）に配置し、リード線をプリント基板３０にはんだ付けしたＰＣＢキャリア３４に
振動モーター２８を取り付け、部分組立体２６を完成させる。その後、グリップチューブ
１４に組み立てる前に部分組立体２６を検査してもよい。
【００１８】
　次に、部分組立体２６がグリップチューブ室１１内に永久的に保持されるように、部分
組立体２６をグリップチューブ室１１に挿入する。例えば、第２導電部品８０の細長い部
分８４は、締まりばめの際にグリップチューブ１４の内壁１３の対応する凹部と係合する
凸部又は腕部を含んでもよい。更に、図２ａに示すように第２導電部品８０の接触面９２
が開口部２５に面するように、第２導電部品８０のＬ型部材８８をグリップチューブ１４
の開放端部２５に取り付ける。図２ａに示す実施形態では、グリップチューブ１４の開放
端部２５は、グリップチューブ１４のネジ部４２を越えて延び、かつ図３に示すようにカ
バー１６をグリップチューブ１４に取り付けると電池カバー空洞１８に入って電池カバー
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１６のネジ部４４を越えて延びる、リップ４６を含む。接触面が開口部２５に向けて配置
されるように、第２導電部品のＬ型部材８８をリップ４６の円周方向縁部に取り付け、図
示するように第２導電部品のＬ型部材上の端止め９４をリップ４６の軸方向縁部に取り付
ける。
【００１９】
　グリップチューブ１４は、アクチュエータボタン２２も含む。アクチュエータボタン２
２を押すと、下にある電子スイッチ２９に接触し、ＰＣＢ　３０の回路が作動する。作動
は「プッシュ及びリリース」のオン／オフ動作によってもよく、又は他の所望の動作（例
えばプッシュオン／プッシュオフ）によってもよい。電子スイッチ２９は、作動時に可聴
「クリック音」を鳴らし、装置が正しく電源投入されたことをユーザーにフィードバック
する。スイッチは、好ましくは短距離にわたって比較的高い作動力を加える（例えば、約
０．２５ｍｍの移動にわたって少なくとも４Ｎを加える）ことが必要なように構成される
。このボタン２２の埋め込み式薄型形状と組み合わせたスイッチ構成は、移動時に偶発的
にかみそりの電源が入ったり、又は剃毛時に不注意で電源が切れたりすることを防ぐのに
役立つ。更に、スイッチ／膜／アクチュエータ部材組立体の構造は、ユーザーに良好な触
覚フィードバックを与える。
【００２０】
　電池カバーの取り付け
　上述したように、電池カバー１６は、図３に示すネジ接続４０によってグリップチュー
ブ１４に取り外し可能に取り付けられ、電池３８の取り外し及び交換を可能にする。図２
ａ、２ｂ、及び３に示す実施形態では、グリップチューブ１４は雄ネジ４２を含み、電池
カバー１６は雌ネジ４４を含む。ただし、別の実施形態では、グリップチューブ１４が雌
ネジ部４４を含み、電池カバー１６が雄ネジ部４２を含んでもよい。電池カバー１６及び
グリップチューブ１４をネジ接続４０によって取り付けると、グリップチューブ１４及び
電池カバー１６内にそれぞれ組み立てられる第１及び第２導電部品５０、８０の相互作用
により、電池３８のプラス及びマイナス端子とかみそりハンドル１０の電子部品との間に
電気接点が確立される。動作状態における電気部品の詳細を図５に示す。
【００２１】
　グリップチューブ１４及び電池カバー１６は、共にプラスチックから製造されるのに対
し、第１導電部品５０及び第２導電部品８０は、金属などの導電材料から製造される。図
５に示すように、第２導電部品の第２端部８６は、モーター２８に電力を供給する電気回
路と電気的に接触するＰＣＢキャリア３４に取り付けられる。ＰＣＢキャリア３４は、電
気回路に電力を供給する電池３８用のプラス接点３２を含む。電池のマイナス端子は、第
１導電部品の第２端部５６に接続される電池バネ７８と接触している。モーター２８に電
力を供給する電気回路は、第１導電部品の第１端部５２における第１導電部品のＬ型部材
５８を、第２導電部品の第１端部８２における第２導電部品のＬ型部材８８と接触させる
ことで完成する。
【００２２】
　図６ａ～６ｃに示す第１導電部品５０は、第１端部５２、第２端部５６、及びそれらの
間に細長い部分５４を備える。細長い部分５４は、電池カバー１６の内壁１７にスライド
可能に取り付けられるフランジ５５を含む。第１端部５２は、電池カバーの開放端部３５
でネジ部４４に隣接する電池カバー空洞１８の内壁１７の周囲で円周方向に延びて接触面
６２を提供するＬ型部材５８を備える。好ましくは、接触面６２は、電池カバー１６の内
側１７の雌ネジ接続４４の端部に配置され、開放端部３５に面し、図３に示すようにグリ
ップチューブ１４の雄ネジ部４２が電池カバーの開放端部３５に入る際に第２導電部品８
０と接触するように設計される。図６ａに示す第１導電部品のＬ型部材５８は、第１端部
６０と、第１端部６０と反対側にある第２端部６１とを備える。第１端部６０は、空洞１
８の開放端部３５に向けて接触面６２から軸方向に延びて第１導電部品の端止め６４を形
成する垂直脚６４を含み、第２端部６１は、第２端部６１に隣接して電池カバーの開放端
部３５に向けて接触面６２から離れる方向に軸方向に延びるねじれ部６６を含む。



(9) JP 6009684 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

【００２３】
　第１導電部品５０の第２端部５６は、図６ｃに示すＵ型部分７０を形成する。Ｕ型部分
７０は、第１導電部品５０に可撓領域を組み込む。Ｕ型部分７０は、細長い部分５４から
離れる方向に（好ましくは半径方向に）所定の角度で湾曲部７４まで延びる第１脚部７２
と、湾曲部７４から第１脚部７２と平行に細長い部分５４に向けて戻る方向に延びる第２
脚部７６とを有する。第２脚部７６は、細長い中央部分５４を通過して延びる２つの離間
配置された腕部７８を含み、細長い中央部分５４は腕部の間を通過する。第２脚部７６は
電池カバー１６の内面１７に取り付けられるが、第１脚部７２は支持されていない。第１
脚部７２と電池カバー空洞１８の底部との間の空隙は、第１導電部品５０が電池カバー１
６の内壁１７に沿って軸方向にスライドする際に、第１脚部７２が軸方向に偏向してバネ
荷重効果を与え得る可撓領域を生じさせるのを可能にする。第２脚部７６は、第１脚部と
反対側にあるプラットホームを形成する表面を含み、バネ受け７９を提供する。バネ受け
７９は、電池３８をグリップチューブ室１１内で付勢するための電池バネ７８を固定する
。
【００２４】
　図３に示すように電池カバー１６をグリップチューブ１４に取り付けると、第１導電部
品の接触面６２は第２導電部品の接触面９２と接合し、とりわけ第１導電部品の接触面６
２のねじれ部６６が図３に示すように第２導電部品の接触面９２と干渉する。図５に示す
ように、相互作用により、電池バネ７８によって付勢された電池３８のマイナス端子と、
プラス接点３２に接触する電池３８のプラス端部との電気的接続が確立される。更に、電
池カバー１６がグリップチューブに対して回転すると、ねじれ部６６は、第２導電部品の
接触面９２に沿って円周方向にスライドし、第１導電部品５０を軸方向に偏向させる。最
終的には、ねじれ部６６は、第２導電部品の接触面９２上の突出部９６を越えてスライド
し、触覚的なクリック音を生じさせる。これは、電池カバー１６が正しく固定されたこと
を明確に知らせる可聴クリック音としてユーザーに感知される。このクリック音は、第１
導電部品のＬ型部材５８のねじれ部６６が急速に第２導電部品のＬ型部材８８上の突出部
９６を越えてスライドする動作の結果である。可聴クリック音と同時又はその直後のいず
れかにおいて、第１導電部品の端止め６４は、第２導電部品の端止め９４と噛み合い、グ
リップチューブ１４上でカバー１６が更に回転するのを防ぐ。図３に示す断面図は、接触
面６２、９２の最終閉鎖位置を示す。図示するように、第１導電部品のＬ型部材５８のね
じれ部６６は、第２端部９１と突出部９６との間で第２導電部品のＬ型部材８８の接触面
９２と接触しており、第１導電部品の端止め６４は、第２導電部品の端止め９４と接触し
、グリップチューブ１４上で電池カバー１６が更に回転するのを防ぐ。この機構により、
締め過ぎによる部品への損傷を防ぐことができる。
【００２５】
　本発明の多数の実施形態が記載されてきた。それにもかかわらず、本発明の趣旨及び範
囲を逸脱することなく、様々な修正を行えることが理解されるであろう。
【００２６】
　例えば、上述したかみそりは、振動モーターを含み、振動機能を提供するが、加熱など
の他の種類の電池作動式機能が提供されてもよい。
【００２７】
　一部の実施では、他の種類の電池シェルの取り付けを使用し得る。例えば、電池カバー
が雄ネジ部を有し、グリップチューブが雌ネジ部を有するように、電池カバー及びグリッ
プチューブの雄及び雌ネジ部を逆にしてもよい。
【００２８】
　一部の実施は、上述した機構の一部を含むが、本明細書に記載の電子部品の一部又は全
部を含むとは限らない。例えば、場合によっては、電子スイッチを機械スイッチに置き換
えてもよく、プリント基板を省いてもよい。
【００２９】
　したがって、他の実施形態も以下の特許請求の範囲内である。
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【００３０】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【００３１】
　任意の相互参照又は関連特許若しくは関連出願を包含する本明細書に引用される全ての
文献は、明確に除外ないしは別の方法で限定されない限り、その全てを本明細書中に参照
により組み込まれる。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示又は特許請求さ
れる全ての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、また、こうした文
献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み合わせにおいて、こうした
発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するものでもない。更に
、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考として組み込まれた文書中
の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語に割り当てられ
る意味又は定義に準拠するものとする。
【００３２】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範
囲で扱うものとする。

【図１ａ】 【図１ｂ】
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【図３】 【図４ａ】
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